
続いて、人事評価結果の給与への反映に関す
る公表資料について、御説明いたします。

これから御紹介する資料は、学校人事課給与
制度班のポータルサイトに掲載し、掲載時に各県
立学校、各教育事務所及び職員団体に提供して
いる資料から一部を抜粋したものです。



令和３年度の資質能力の人事評価結果は、令和４
年４月の昇給に反映されます。

円グラフの内側が人事評価結果、外側が相対処
理後の給与への反映結果となっています。また、最
上位が黄色、上位が青色となっています。

例えば、令和４年昇給の「中間層」を見てみると、
評価の上位ＳＳが４．７％、Ｓが５０．１％あり、上位
評価者が合計５４．８％ですが、これが昇給区分で
はＡが５．６％、Ｂが３４．７で上位区分が合計４０．
３％となり、内側の円で外側の円からはみ出た１４．
５％は上位評価だったけれども標準区分となった、と
いうことになります。

また、平成２８年から令和３年までの資質能力評価

の変遷を見てみると、上位評価者が増加し、令和元
年頃から横ばいになっているのが分かります。



令和３年度の役割達成評価の人事評価結果は、
令和４年６月と１２月の勤勉手当に反映されます。

円グラフの内側が人事評価結果、外側が相対化
処理後の給与への反映結果となっており、昇給と同
じく、内側の円で外側の円からはみ出た部分が、上
位評価だったけれども標準の成績率となった、という
ことになります。

また、平成２８年から令和３年までの役割達成評価
の変遷を見てみると、昇給と同じく、上位評価者が増
加し、令和元年頃から横ばいになっているのが分か
るかと思います。

なお、勤勉手当は、成績率が管理職、一般職、現
業職で異なるため、この３つの職で円グラフを作成し
ています。



これは、人事評価結果を職種別に見た円グラフ
です。内側の円の人事評価結果を見てください。

左の円グラフの上段が教育職、下段が行政職
ですが、比較的行政職の方が上位評価者の割合
が高いことが分かります。

右の円グラフは、上段が教員、下段が教員以外
で養護教諭、栄養教諭、実習助手、寄宿舎指導
員ですが、こちらは教員と教員以外で、特に上位
評価者の割合に差がないことが分かります。



これは、平成２９年度昇給から、上位区分によ
る昇給が連続している人数です。

たとえば、平成３０年に２年連続してＡＡと上位
区分となったのは１２９人、平成３１年に３年連続
してＡＡＡとなったのは５６人、令和２年に４年連続
してＡＡＡＡとなったのは３０人、令和３年に５年連
続してＡＡＡＡＡとなったのは１７人、令和４年に６
年連続してＡとなったのは０人です。

そのほか、令和４年の表の下の参考欄を見ると、
６年で上位区分が１つ以上あるのは７９１６人で
全体の７８．５％、昇格要件である上位評価が１
つ以上ある関係事務職は９４．６％となっており、
半数以上の職員が上位区分を取得しているのが
分かります。



最後に、学校における人事評価制度である教
職員評価システムの説明については、沖縄県
ホームページの学校人事課サイトに掲載されて
いますので、御参照ください。

以上で、人事評価の給与反映についての研修
動画を終了します。

※研修後の被評価者アンケートに御協力くださ
い。御意見欄もありますので、御要望、御意見を
よろしくお願いします。


